ハンドマイク街頭演説原稿例　臨時国会終了
二〇二五年十二月二十日　日本共産党埼玉県委員会・作成

　ご近所のみなさん、日本共産党です。この場所をお借りして、日本共産党の政策を訴えさせていただきます。しばらくの間ご協力をお願いいたします。
　高市早苗総理大臣が就任して初めての臨時国会が、十二月十七日に閉会しました。世論調査では高市内閣の支持率が高く、みなさんの中にも高市総理に期待されている方が少なくないことと思います。ではこの臨時国会で、高市総理はみなさんの期待に応える仕事をしたでしょうか。
　高市総理が「台湾有事は存立危機事態になりうる」と国会で発言したことが、中国との関係を悪化させています。特定の国を名指しして、武力攻撃する可能性があることを認める発言であり、外交的にも問題の大きい発言です。その後高市総理は「従来の政府の立場を超えて答弁したように受け止められたことを反省」すると言いましたが、もとの発言は撤回しようとしません。台湾をめぐる高市発言は、アメリカとの軍事同盟と戦争法＝安保法制によって、日本がアメリカの戦争に巻き込まれる危険が高いことを、はっきりさせたものではないでしょうか。高市総理の言動は、危機をあおって支持を得ようとするものであり、大変危険だと言わざるを得ません。
　この問題に対して日本共産党は、高市総理に発言の撤回を求めています。中国に対しても、あくまで政治問題として解決し、文化交流や経済関係と結びつけないことなどを、直接要請しています。
　さてみなさん、臨時国会閉会の直前に、総額十八兆円の補正予算が成立しました。国民への物価高騰対策は子ども一人あたり二万円の給付などで、効果はあるけど一時しのぎにしかならない対策ばかりです。一方、大企業への支援策や軍備拡張には八兆円以上もの予算をつぎ込むばかりか、その六割を借金である国債でまかないます。この結果、日本の財政が悪化するのではないかという心配が広がっており、かえって日本経済の土台をゆるがす事態を招いています。
　さまざまな問題を抱える補正予算ですが、与党の自民、日本維新の会のほか、国民民主党や公明党などが賛成しました。高市政権を助ける役割を果たしていると言わざるを得ません。日本共産党は大企業のためこみ金である内部留保を活用しての賃上げ、巨大企業や超大金持ちばかり優遇する税制を見直し、負担能力に応じて税金を負担してもらう、そうすれば消費税の減税や社会保障の充実ができる、という道を示しました。年が開ければ通常国会が始まりますが、日本共産党は引き続き私たち国民の暮らしを支える政治を実現するため全力でがんばります。日本共産党へのご支持、ご協力をよろしくお願いいたします。
　日本共産党の発行する「しんぶん赤旗」は、自民党の裏金問題を最初に取り上げました。週一回発行の「日曜版」の電子版が始まり、たいへんご好評をいただいています。この機会に「しんぶん赤旗」をぜひお読みいただきますようお願いいたしまして、この場所をお借りしての日本共産党の政策の訴えを終わります。ご協力ありがとうございました。（了）
